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イントロダクション

株式会社レピダム
林 達也
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発表の概要
# 項⽬

1 題名 今までの Email、これからの Email
- https://www.janog.gr.jp/meeting/janog40/program/email

2 発表形態 パネルディスカッション

3 発表時間 7/28⾦曜⽇ 13:40-14:30
- 発表 30分
- 議論 20分

4 アブストラクト Email	という技術は現在、過渡期にあると多くの⼈が考えていると
思います。枯れた技術、と⾔っても過⾔ではないかもしれません。
少なくとも JANOG	40のテーマの半分である「今までを振り返る」
という意味では外せない技術でしょう。そして、Email	はどこに向
かうのか？Email	の今後を議論したいと思います。本セッションで
は、これまでの Email	がどのように使われ、どのように発展してき
たかを振り返り、現在の技術、課題、これからの展望などを議論
したいと思います。
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議論の進め⽅

これまで

今

これから

「これまで」 の振り返り

「現状」 についての確認

「これから」 どうなっていくか議論
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登壇者紹介
モデレータ
n 林達也 株式会社レピダム

パネリスト
n ⾚桐壮⼈ 株式会社れ組
n 児珠⼤輔 ビッグローブ株式会社
n 松下国義 ソフトバンク株式会社

※パネリストの⾃⼰紹介はそれぞれのプレゼンの最初に実施
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諸注意
n 本セッションでの情報の扱い

「すべてのスライド」は撮影禁⽌とさせて頂き
ます。また、本資料の部分的な引⽤もご遠慮く
ださい。

今回、登壇者は必ずしも「会社として」の発⾔
はしません。議論を活発にするため、個⼈的⾒
解や希望も含めて発⾔します。
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本⽇のアジェンダ

時間 内容
5分 イントロダクション（林）
5分 メールの技術の変化 (⾚桐) これまで

今
5分 メールシステムのモデル化と構成

の変化（児珠）
これまで
今

5分 メールの登場⼈物のモデル化と⽬
的の変化（松下）

これまで
今

12分 これからのメール パネリストへの⼀問⼀答
15分 議論 -会場とのディスカッション
3分 クロージング

今までの Email、これからの Email
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メールの技術の変化

株式会社れ組
赤桐 壮人
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これまでの振り返り

技術の振り返り

RFC

IETF
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メールの技術の変化を振り返る

RFC & IETF

これまで

今

これから

RFCの歴史を振り返る
〜 いつどんなことが議論されていたか 〜

Internet-Draft を追いかける
〜 IETF では、今、何が議論されているか？ 〜

「これから」 どうなっていくか議論
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RFC の歴史

RFC年表 メール編

• https://emaillab.jp/mail/mail-rfc/
– 滝澤 隆史 氏作成

– 株式会社ハートビーツ

• https://heartbeats.jp/

• 参考

– IETF や RFC について知りたい人は以下参照

– https://www.ietf.org/proceedings/94/slides/slides-
94-edu-localnew-3.pdf

この資料をぜひ事前に
見てきてください！
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RFC の歴史

サマリ

• 当日、資料提示

– 先にパネリストの見解を提示しない方がよいと思い
ますので、こちらの解釈は当日提示いたします。前
頁で提示した資料にぜひ目を通してきてください。

– 送信ドメイン認証はセッション中のどこかで必ず触れ
ます。

• 技術説明はできる限り省略します

必要であれば、SPF, DKIM, DMARC は予習をお願いします。
PRA にもほんの少し触れると思います。
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IETF の現在（メール関係）

メール関係のアクティブな WG

WG名 Short description

dmarc DMARC およびその関連技術の仕様に関する議論

dcrup DKIM の暗号化アルゴリズムに関する議論

jmap JSON ベースのメールの同期プロトコルに関する議論。
IMAP の次のメールの受信プロトコル。
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IETF の現在（メール関係）

Active な Internet-draft #1

検索手順
1. https://datatracker.ietf.org/ にアクセス
2. Additional Document Search で Internet-Draft (active) にのみチェック
3. メールのキーワードを入れて検索

検索結果例
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IETF の現在（メール関係）

Active な Internet-draft #2
検索結果例（続き）
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IETF の現在（メール関係）

Active な Internet-draft #3
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IETF の現在（メール関係）

Active な Internet-draft #4
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IETF の現在（メール関係）

サマリ

• 当日、資料提示

– 先にパネリストの見解を提示しない方がよいと思い
ますので、こちらの解釈は当日提示いたします。

– どの時期にどのような議論がなされていたかサマリ
を提示します。
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まとめ

• 当日をお待ち下さい



© 2017 SoftBank Corp.

メールの目的の変化

ソフトバンク株式会社
松下 国義
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メールの登場人物

ISP

Mobile

spammer

広告・通知

送信者 受信者

ISP

Moble
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昔のメール

ISP

Mobile

spammer

広告・通知

送信者 受信者

ISP

Mobile

①非同期のコミュニケーション
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携帯電話の登場

ISP

Mobile

spammer

広告・通知

送信者 受信者

ISP

Mobile

①非同期のコミュニケーション

②リアルタイムのコミュニケーション
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Spammerの登場

ISP

Mobile

spammer

広告・通知

送信者 受信者

ISP

Mobile

①非同期のコミュニケーション

②リアルタイムのコミュニケーション

③一方通行のメール
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大量送信者の登場

ISP

Mobile

spammer

広告・通知

送信者 受信者

ISP

Mobile

①非同期のコミュニケーション

②リアルタイムのコミュニケーション

③一方通行のメール
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Before 

ISP

Mobile

spammer

広告・通知

送信者 受信者

ISP

Mobile

コミュニケーション
Two-way

コミュニケーション
Two-way
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After

ISP

Mobile

spammer

広告・通知

送信者 受信者

ISP

Mobile

コミュニケーション
Two-way

コミュニケーション
Two-way

Two-way：One-way=5:95
ある調査によるとメールトラフィック量の割合は
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メール目的の変化

l 非同期のコミュニケーション
Ø メールBOXからのメール取得はクライアントのタイミング
Ø メールBOX蓄積から時間が空いて返信

l リアルタイムのコミュニケーション
Ø メールBOX蓄積と同時にクライアント（携帯）へメール配信
Ø 配信されるので即時返信可能

l 一方通行のメール
Ø クライアントがメール取得するのみ（返信はしない）

◎メール特徴

これらの特徴を踏まえ、今後メールの目的がどのように変わっ
ていくかは議論で扱います。「メール不要論」と言った極論が出
るかもしれません。
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メール目的の変化

ü 前スライドでも記載したとおりOne-Wayのメールが95%を占めて
いるというデータもあり、①や②のメールはそもそも少ない。

ü 個人的に見ても②のメールは減少している。
ü 流通メールのうち③が殆どと思われる。

◎メールの統計・変化

【メール数の変化】

20億通/日 14億通/日3割程度減少

（2013年） （2016年）

http://www.soumu.go.jp/main_content/000468606.pdf

※総務省の以下サイトより引用



© BIGLOBE Inc. 201739

メールシステムの構成の
変化

ビッグローブ株式会社
児珠 大輔
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1990年代

ダイヤルアップ回線/INS回線

・IP認証が主流でメール送信
※各ISPが払い出したIPであればメール送信可能

・都度ダイヤル、従量課金のため、アクセス低

・spamがほとんどなかった。
→いい人（？）しか接続していなかった？
→使っている人が少なかったためスパマーが儲からなかった？

メールサーバ

利用者
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2000年代前半

・POP before SMTP(RFC 2476 3.3)
定額になったため、POPが頻繁に行われるようになり、アクセス増(Biglobeの場合)

・インターネットが一般に広がる(5年で約4000万人増え8500万人に※)

・各ISPがオンラインサインアップでID/PASSの取得が容易

・この頃からスパムが増え、ウイルスチェックサービスが始まる

・JEAGの発足

ADSL回線

利用者

ADSLモデム
ウイルスチェック

メールサーバ
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2000年代後半

・スパムがメールのトラフィックの大部分を占める

・送信加害者にならないために、OP25Bが必要
→SMTP-AUTH(RFC 2554→4954) MSA(RFC 2476→4909)の登場

・スパムチェックサービス(アンチスパム)の導入が進む
・IP型の送信ドメイン認証導入が進む

ADSL/FTTH回線

利用者

メールサーバ

ホームゲートウェイ

MSA

×

587

25

ウイルスチェック

アンチスパム

ドメイン認証
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2010年代

・dkim.jp発足(RFC4871→6376)
→ 各事業者で導入が進む

・踏み台問題
※ID/PASSを抜き取り他人のIDを踏み台にしメール送信を行う

・スパムは相変わらず、メールの総量は減少傾向

・ウェブメールが増加傾向

FTTH回線

利用者

メールサーバ

ホームゲートウェイ

4G

MSA

アンチスパム

ドメイン認証

これは「議論」で扱うと
思います。

これも「議論」で扱う可
能性が比較的高いです
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1990年代 2000年代
前半

2000年代
後半

2010年代 これから

通信環境

メール送信

迷惑メール対策

利用者数 1700万人 8500万人 9500万人 1億人 頭打ち？

ダイヤルアップ

4G
FTTH

Pop before SMTP

SMTP-Auth(MSA)

OP25BVC AS

SPF認証 DKIM認証

レピュテーション？

ADSL

まとめ

IP認証
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1990年代

2000年代前

2000年代後

2010年代

これから

MSA メールサーバ VC アンチスパム レピュテーション？Webメール ドメイン認証

？
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これからのEmail
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パネリストによる議論
n 当⽇をお待ち下さい

n 事前に予備の議論をしましたが、スライド中に
緑の吹き出しで注釈が⼊れてある部分が話題に
なる可能性⼤です

n メールの技術の変化から⼀問
n メールの⽬的の変化から⼀問
n メールのシステムの変化から⼀問

Confidential
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会場との議論
n 当⽇をお待ち下さい

Confidential
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クロージング
n 当⽇をお待ち下さい

Confidential


